
 
 
 
 
 

 
 

 

令和６年度の１学期がスタートしました。新２年生１９名（転入

生が１名来られました）、新３年生２５名がそれぞれ進級し、１０

日（水）の第７８回入学式で、新たに１８名の新入生を迎え全校生

徒６２名での新学期となりました。昨年度は、くろつち文化祭やく

ろつちカフェ、立石ウォークラリー等をはじめとする地域の行事に

子どもたちが参加する中で、保護者の方々や地域の皆さんに見守ら

れながら、成長しているなあと実感した一年間でした。立石校区は、

人と人のつながりが深く、温かい地域です。保護者の皆様や地域の

方々と手を携えて、小中共通の学校目標である、「郷土を愛し、自分で考え、自ら行動する子どもの育成」

に向けて、地域、家庭と願いを共有し、子どもの育成を通してともに育ちあう学校を目指して頑張りたい

と思っております。本年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

～みどりの森くろつち学園小郡市立立石中学校～スタート 

「みどりの森 くろつち学園」という名称は、「通称」として使用します。１年生から中学3年生（９年生）ま

での子ども達が、同じ学園で生活しているという一体感を高めるために小中学校の交流活動や地域行事参画の機

会に積極的に使用し、名称への愛着を深めたいと思っています。よって、卒業証書や履歴等の公の文書等に記載

する学校名は、これまで通り、小郡市立立石小学校・小郡市立立石中学校を使います。小中９年間を見通した切

れ目のない系統的な学習活動による学力・学習意欲の向上や 「中１ギャップ」の解消のため、子どもたちの望ま

しい成長を促す小中一貫教育を推進します。「みどりの森 くろつち学園 立石小・中学校」の名称（通称）は、

立石校区の地域の方々や小中学校の児童生徒に募集を行い、「立石校区小中一貫教育推進委員会」を中心に協議

を行い決定しました。→4月17日（水）小中合同歓迎遠足を行います 

 

  

 
 
 
 
 

新しい学年を迎えるにあたって、みなさんにお願いしたいことを、二つお話ししたいと思います。 
 

一つ目は、仲間とともに話し合いができる集団を作ってほしいということです。 
 お互いを認め合い、仲間と協力し合えるクラスにするためには、勇気をもって自分の思いや考えを友達

や先生に伝えることがとても大切です。そのためにも、今年度は、すべてのクラスにおいて、一日の生活

を振り返り、明日の課題を確認し合う場を、毎日の帰りの会で行っていきます。 

 まず、新しい学級のスタートにおいて、担任の先生の願いや思いをしっかりと心で受け止めてほしいと

思います。そして、クラスのひとりひとりが、担任の先生の思いや願いを聞いてどう思ったのか、自分は

どんなクラスにしたいのか、自分は何を頑張るのかなどの一年間の決意を語る時間を各クラスにおいて作

ってほしいと思います。今年度からの取組となる、毎月行われる班長会、すべてのクラスの班長を集めて

行われる合同班長会、毎年行われていた学級主張大会、人権を考える日の学習等あらゆる場を通して、お

互いを認め合い、仲間と協力し合えるクラス、学年、学校に育っていってほしいと思います。 

 

二つ目は、仲間とともに授業を大切にして、学んだことの一つ一つを、自分のものとしていってほしいということです。 
 先生や友達の話を良く聞くこと、友達と考えを交流すること、そして勇気をもって自分の考えを発表す

ること、一時間一時間の授業の中でしっかりと心がけてほしいと思います。 

 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。（ （ご挨拶（保護者の皆様に））  

みどりの森くろつち学園小郡市立立石中学校   学校だより    令和６年４月１２日 
       令 和 5 度

 

            ４月号① 校 長 安上 訓史 
たっちゅう  

  令和６年度スタート！ 充実した１年に！ 

（本年度の始業式で、私は次のような話をしました。） 



～転任者、赴任者の紹介～ 

本年度の人事異動で、３名の先生方が転任され、同じく３名の先生が赴任します。転任の先生方には、

本校のために御指導いただきましたし、皆さんもいろいろな面でお世話になった人も多いことだろうと思

います。転任先でも元気に御活躍されることと思います。また、赴任の先生方と、楽しく学習を進めてい

きましょう。 

転任者             転出先          赴任者                  転入元  

・米倉 佳美（教頭）    大原中    ・高山  晃（教頭）            大原中 

・清水 恵子（英語・主幹教諭） 宝城中（教頭）    ・溝田 典子（英語・主幹教諭）  宮ノ陣中 

・中間 政弘（数学）      三国中         ・河村 朱理（数学）       新規採用 

  
 

 

 

～4 月 1０ 日入学式（1８ 名の新入生が入学してきました）～ 
４月１０日（水）に入学式があり、１

８名の新入生が期待と不安を胸に入学し

てきました。私からは、みなさんに身に

つけてほしい３つのこと、①授業中は、先

生や友達の話をよく聞き、一生懸命に自分

の力で考えるということを心がけること。

学習したことを復習し、毎日コツコツと続けて行く努力を惜しまないこと。②気持ちのよい挨拶と一生懸命に取

り組む清掃を大切にすること。③中学校の行事を仲間と協力して頑張ろうということ。の話をしました。新入生

宣誓を冨川莉沙さんが、生徒代表歓迎の言葉を池田奈津子さんが堂々と行ってくれました。 

 

 

教職員の紹介（ １年間このメンバーで取り組んでいきますので、よろしくお願いします。 ） 



～学校だよりへの生徒の写真および名前の掲載について～ 
本校では、生徒の活躍や行事等の様子を保護者や校区内の方々にお知らせするため、学校だより・学年だ

よりに生徒の写真や名前を掲載しております。また、各行事のスナップ写真は卒業アルバムにも利用します。
本人やご家庭の事情により、学校だより等への掲載が不可の場合は、担任または学校にお知らせ下さい。(た
よりの写真については様子が判る位の大きさで、上記以外には使用いたしません) 

 

～「教育条件整備に関する署名」のお礼～ 
立石校区においては、昨年度においても9月に小中学校の保護者や区長・民生委員さんをはじめとする地

域の方々とともに立石小学校体育館において、署名活動の学習会を行い、これまで「教職員配置の充実、奨

学金制度・学び場支援事業などの社会教育制度のさらなる改善と充実」のための「教育条件整備」に係る署

名活動を保護者が各家庭を回って行って参りました。昨年度は、立石小・中学校において個人署名を1985名、

並びに団体署名を24団体、集めることができました。これにより、定数をこえる教職員を配置していただき

ました。特に、本校においては、令和6年度において多くの教科で２名体制で教員の配置をすることができ

ました。子どもたちの学力保障にとって非常によかったです。誠にありがとうございます。それぞれ、少人

数授業なとで、丁寧な指導ができるよう有効に活用し、子ども達の学力保障・集団づくりを進めていきたい

と思っております。改めてお礼申し上げます。今後とも「教育条件整備」に係る取組へのご支援とご協力を

お願いいたします。 

 

～月曜日と木曜日の朝練、会議のある木曜日がノー部活デーです～ 
部活動が子どもたちの心身の成長に果たす意義を重視しながらも、生徒及び教職員のゆとりを確保するた

め、本年度は、月曜日と木曜日の朝練、会議のある木曜日の放課後をノー部活デーとしています。（但し、

放課後の練習時間が短い（部活動終了時刻16：45分の月）１１月～１月にかけては木曜日の朝練を行うもの

し、その月の木曜日の放課後の練習をオフとします。） これは、過度な活動によるスポーツ障害や燃え尽

き症候群等の防止、学業や地域活動との両立、家族とのふれあいの観点を重視した適切な部活動の運営に努

めるためです。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。（詳しくは、本校のホームページに掲載中の

部活動方針をご覧ください。） 

 

～新しいＳＣ（スクールカウンセラー）の紹介をします～ 
 本年度より、新しく浜田義（はまだただし）先生が、立石小学校・立石中学校に来られます。毎週火曜

日にお見えになります。まずは、全校生徒と面談を行う予定です。ご相談があれば、担任の先生もしくは、

養護教諭の大庭先生までご連絡ください。 
 

～今後の日程～ 

 ４月１６日（火）遠足オリエンテーション（立石小体育館にて小中合同） 

 ４月１７日（水）小中合同歓迎遠足（弁当） 

 ４月１８日（木）全国学力・学習状況調査（中３，国、数） 

 ４月１９日（金）ＰＴＡ総会(授業参観､学級分会)、ＰＴＡ歓送迎会、ＰＴＡ役員会 

 ４月２１日（日）みどりの小川作業 

 ４月２２日（月）部活動編成、合同班長会 

４月２３日（火）検尿１次（～２４日） 

 ４月２５日（木）大原通級開級式 

  ４月２６日（金）生徒総会 

 ５月１日（水）家庭訪問（１年生）・保護者面談（学校にて 2､3 年生） ～５月８日までの４日間   
 

 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


